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平
成
二
二
年
九
月
一
四
日
（
火
）、
東
京

都
千
代
田
区
平
河
町
の
ホ
テ
ル
、
ル
ポ
ー

ル
麹
町
（
麹
町
会
館
）
で
「
平
成
二
二
年

度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
業
務
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て

き
た
「
相
談
員
研
究
会
」
の
趣
旨
を
引
き

継
ぎ
、
地
方
公
共
団
体
、
共
済
組
合
等
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員
及
び
相
談
業
務
担

当
者
を
対
象
と
し
て
、
相
談
技
法
の
向
上

や
専
門
知
識
の
習
得
な
ど
に
よ
る
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
相
談
業
務
の
充
実
、
相
談
員
や
相

談
業
務
担
当
者
相
互
の
情
報
交
換
等
に
よ

る
相
互
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
た
に
設
定
し

た
、
現
職
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員
に
よ
る

「
相
談
の
現
状
と
傾
向
に
つ
い
て
」
の
講
演
、

個
別
相
談
の
際
に
求
め
ら
れ
る
「
相
談
技

法
」
実
習
、
参
加
者
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
年

金
相
談
の
実
例
と
そ
の
対
応
」
実
習
に
よ
る

構
成
内
容
で
行
い
ま
し
た
。

各
講
演
の
紹
介

講
演
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
の
現
状
と

傾
向
に
つ
い
て
」

茨
城
県
総
務
部
職
員
課

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員　

坂
場
知
子
氏

最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
茨
城
県
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員
の
坂
場
知
子
氏
に
講

業
務
運
営
の
柱
で
あ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

推
進
計
画
が
平
成
五
年
に
策
定
さ
れ
、
現

在
は
第
四
期
で
、
基
本
理
念
は
「
自
分
ら

し
く
、
心
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
で
あ

る
。
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
六
つ
の
主
要

目
標
（
以
下
記
載
）
に
よ
り
実
施
計
画
を

策
定
し
、
実
務
を
行
っ
て
い
る
。

Ⅰ
．
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
の
実
現
、
Ⅱ
．
心
も
体
も
健
康
的

な
生
活
の
実
現
、
Ⅲ
．
生
き
が
い
あ
る
生

活
の
実
現
、
Ⅳ
．
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の

実
現
、
Ⅴ
．
活
力
あ
る
職
場
環
境
の
実
現
、

Ⅵ
．
退
職
後
の
充
実
し
た
生
活
の
実
現

●
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員
は
、
職
員
一
名
、

精
神
科
の
医
師
一
名
で
あ
る
。
通
常
、
職

員
一
名
が
定
例
相
談
と
巡
回
相
談
を
行
っ

て
い
る
。
巡
回
相
談
は
週
二
回
実
施
、
県

の
出
先
機
関
約
一
七
〇
の
所
属
に
出
向
き

相
談
を
受
け
て
い
る
。
巡
回
相
談
の
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
活
用
し
、
自
ら
積
極
的

に
訪
問
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
職
員
か
ら

多
岐
に
わ
た
る
相
談
を
受
け
る
機
会
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
今
年

度
の
相
談
件
数
は
、
八
月
末
現
在
二
四
〇

件
と
昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

●
相
談
事
例

年
金
と
退
職
金
の
相
談
が
最
も
多
く
全

体
の
四
七
・
六
％
で
あ
る
。
そ
の
他
、
主
な

平成22年度
「ライフプラン相談業務セミナー」

を開催しました！

演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
坂
場
氏

は
、
茨
城
県
庁
で
、
日
々
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

全
般
に
わ
た
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
、

昨
年
度
は
、
県
全
体
で
二
五
四
名
か
ら

四
一
六
件
の
相
談
を
受
け
、
対
応
を
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
巡
回
相
談
を
実
施
し
、
県
の
出

先
機
関
一
七
〇
の
所
属
に
出
向
き
、
積
極

的
に
相
談
を
受
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
は
五
九
日
間
、
延
べ
一
八
八
所
属
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
必
要
性
を

理
解
す
る
よ
う
、
職
員
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー

等
を
実
施
、
講
演
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
も
と
に
、
豊
富
な

現
場
で
の
実
績
と
、
多
岐
に
わ
た
る
相
談

実
例
を
組
み
入
れ
た
実
践
的
な
内
容
に
よ

り
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
概
要

●
茨
城
県
に
お
け
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談

員
制
度

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員
は
平
成
五
年
か

ら
配
置
さ
れ
、
以
前
か
ら
の
人
事
相
談
員

と
し
て
の
役
割
も
加
味
し
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
相
談
業
務
と
人
事
相
談
窓
口
の
両
方
の

機
能
を
も
ち
、
管
理
職
ポ
ス
ト
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
子
育
て

支
援
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
相
談
も
受
け
、
仕

事
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
へ
の
支
援
も
行
っ
て

い
る
。
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も
の
に
、
住
宅
資
金
、
再
任
用
・
再
就
職
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
、
親
の
介
護
の
相
談

が
あ
る
。
中
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
債

務
整
理
の
相
談
も
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

新
た
に
ロ
ー
ン
を
組
む
方
に
は
、
余
裕
あ

る
資
金
の
中
で
取
り
組
む
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
る
。

●
相
談
者
と
し
て
注
意
す
る
こ
と

心
構
え
と
し
て
四
つ
の
項
目
を
挙
げ
ら

れ
る
（
以
下
記
載
）。

１
．
守
秘
義
務
の
徹
底
─
相
談
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
内
容
が
多
い
。
他
人
に
漏
ら

さ
な
い
。

２
．
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
す
る
─
日
頃
よ
り

情
報
を
多
く
入
手
し
知
識
の
習
得
を
図

る
。

３
．
資
料
を
工
夫
す
る
─
多
く
の
資
料
に

よ
り
、
具
体
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

４
．
笑
顔
で
接
し
、
相
談
者
の
話
を
良
く

聞
く
─
安
心
感
を
構
築
す
る
。

●
課
題
や
問
題

１
．
若
年
層
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
関
心
を

高
め
る
─
早
い
年
代
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
の
認
識
を
も
つ
こ
と
が
大
事
。
セ
ミ

ナ
ー
、
相
談
会
な
ど
の
実
施
や
Ｐ
Ｒ
を

す
る
。

２
．
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員
制
度
の
宣
伝

強
化
と
活
用
増
─
随
時
発
信
し
相
談
で

き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

活
用
増
へ
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
全
国
自
治
体
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相

談
員
の
設
置
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
こ
と
を
挙

げ
ら
れ
、
職
員
の
福
利
厚
生
に
お
い
て
、
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
員
の
設
置
が
今
後
更
に
必

要
に
な
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
義
と
演
習
「
相
談
員
業
務
の
基
礎
知

識
と
技
法
」

株
式
会
社
パ
ト
ス　

講
師　

近
藤
晃
司
氏

昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
午
後
最
初
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
株
式
会

社
パ
ト
ス
近
藤
晃
司
氏
に
よ
る
「
相
談
員

業
務
の
基
礎
知
識
と
技
法
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
相
談
員
に
必
要
な
二
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
」
と
「
コ
ー
チ
ン
グ
」
の
向
上
を
促
し
、

か
つ
、
マ
イ
ン
ド
を
高
め
る
た
め
の
実
践

習
得
を
目
的
に
、
講
義
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

◆
概
要

●
相
談
ス
キ
ル
─
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

相
手
の
内
的
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、
本

人
が
自
ら
問
題
解
決
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
「
共
感
の
た
め
の
傾
聴
」
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

「
声
」「
身
体
」「
言
葉
」
の
三
つ
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
互
い
に
補
う
よ
う
に
同
時
に
働
か

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

●
ペ
ア
実
習
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事

例
研
究

参
加
者
二
人
で
一
組
と
な
り
、「
定
年
後

坂場知子氏

近藤晃司氏
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立
て
て
い
た
だ
く
よ
う
、「
退
職
共
済
年
金
」

「
障
害
共
済
年
金
」「
退
職
一
時
金
」「
老
齢

基
礎
年
金
」「
厚
生
年
金
」「
そ
の
他
」
の
六

つ
に
分
類
し
、
一
つ
一
つ
の
実
例
の
紹
介
と

対
応
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
相
談
員
及
び
相
談

業
務
担
当
者
が
集
ま
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る

た
め
、
参
加
者
相
互
の
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

●
実
例
の
提
出
と
集
約
に
つ
い
て

・
今
回
の
議
題
と
な
る
実
例
と
対
応
に
つ

い
て
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
事
前
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
十
七
件
の
実
例
が
集
ま
り
ま
し
た
。

・
事
務
局
で
は
こ
れ
を
と
り
ま
と
め
、
横

山
室
長
と
協
議
の
う
え
、
内
容
別
に
「
退

職
共
済
年
金
関
係
」「
老
齢
基
礎
年
金
関

係
」
な
ど
の
六
分
野
に
集
約
し
ま
し
た
。

の
人
生
設
計
が
不
安
」
と
い
う
事
例
で
、

各
組
が
相
談
者
と
相
談
員
の
役
割
を
演
じ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
を
学
び
ま
し
た
。

「
傾
聴
」
─
相
手
の
相
談
を
き
ち
ん
と
聞

く
こ
と
、「
問
題
の
共
有
化
」
─
悩
み
や
課

題
に
つ
い
て
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、

そ
の
上
で
気
づ
き
に
つ
な
が
る
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
で
き
て
初
め

て
解
決
へ
の
支
援
と
な
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

●
相
談
ス
キ
ル
─
コ
ー
チ
ン
グ

相
手
が
自
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

質
問
を
投
げ
か
け
「
自
ら
課
題
を
設
定
し
、

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
行
動
策

を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
」
コ
ー
チ
ン
グ
で

あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

●
ペ
ア
実
習
に
よ
る
コ
ー
チ
ン
グ
事
例
研
究

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
例
研
究
と
同
様
に

参
加
者
二
人
で
一
組
と
な
り
、「
メ
タ
ボ
対

策
」
と
い
う
事
例
で
、
相
談
者
と
相
談
員

の
役
割
を
演
じ
コ
ー
チ
ン
グ
技
法
を
学
び

ま
し
た
。

相
手
が
も
っ
て
い
る
課
題
を
自
分
で
解

決
で
き
る
よ
う
質
問
を
し
、
相
手
に
考
え

さ
せ
る
こ
と
が
コ
ー
チ
ン
グ
で
あ
る
こ
と

を
演
習
に
よ
り
学
び
ま
し
た
。

●
ま
と
め

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」「
コ
ー
チ
ン
グ
」

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
修
得

だ
け
で
は
相
談
解
決
に
は
い
た
ら
な
い
と

い
う
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
相
談
者
の

気
持
ち
を
本
当
に
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
、

悩
み
を
本
当
に
知
ろ
う
と
す
る
マ
イ
ン
ド

を
持
つ
こ
と
が
大
事
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」「
コ
ー
チ
ン
グ
」

も
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

実
例
研
究
と
意
見
交
換
「
共
済
年
金
に

関
す
る
相
談
実
例
に
つ
い
て
」

地
方
職
員
共
済
組
合 

年
金
相
談
室
長　

横
山
泰
仁
氏

各
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
年
金
に
関
す

る
相
談
実
例
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
そ

の
対
応
を
打
ち
出
す
流
れ
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
方
職
員
共
済
組
合
か
ら
横
山

泰
仁
年
金
相
談
室
長
を
座
長
と
し
て
お
迎

え
し
、
議
事
の
進
行
を
は
じ
め
、
各
実
例

に
対
す
る
専
門
的
意
見
と
ま
と
め
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
概
要

●
課
題
設
定
に
つ
い
て

題
名
は
「
共
済
年
金
に
関
す
る
相
談
実
例

に
つ
い
て
」
で
す
が
、
相
談
実
例
が
共
済
年

金
に
留
ま
ら
ず
、
広
い
範
囲
で
年
金
の
実
例

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、「
年
金
」
全
般
を

テ
ー
マ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
実
務
に
役

横山泰仁氏
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い
う
進
行
方
法
を
採
り
ま
し
た
。

・
参
加
者
の
皆
様
か
ら
も
積
極
的
に
発
言

が
あ
り
、
総
じ
て
活
発
な
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
難
し
い
実
例
も
あ
り
ま
し
た
が
、

全
て
の
実
例
に
対
応
の
方
法
が
打
ち
出

さ
れ
、
年
金
の
抱
え
る
問
題
点
等
を
共

有
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

・
な
お
、
当
日
の
参
考
資
料
と
し
て
、
地

方
職
員
共
済
組
合
か
ら
い
た
だ
い
た
関

係
資
料
の
ほ
か
、
協
会
発
行
の
「
く
ら

し
を
豊
か
に
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
～
わ

か
り
や
す
い
年
金
・
平
成
二
十
二
年
度

版
」
を
参
加
者
に
配
付
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
全
体
を
通
し
て
相

互
の
交
流
や
情
報
交
換
を
意
識
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
定
し
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
現
職
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
相
談
員
を
講
師
に
迎
え
、
実
績
と
現
場

で
の
経
験
を
も
と
に
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全

般
に
わ
た
る
相
談
内
容
と
対
応
、
相
談
傾

向
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現

場
な
ら
で
は
の
実
態
に
沿
っ
た
内
容
で
、

具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
、
実
務
を
進
め

る
上
で
大
い
に
役
立
つ
内
容
で
あ
り
ま
し

た
。午

後
の
相
談
技
法
に
つ
い
て
の
演
習
な

ど
と
年
金
に
関
す
る
実
例
研
究
も
、
と
も

に
大
変
好
評
で
し
た
。
相
談
員
と
し
て
の

技
術
・
知
識
習
得
に
大
い
に
参
考
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
昨
年
度
に
続
き
一
日
開
催
と

し
ま
し
た
。
昨
年
度
で
は
、
時
間
内
に
最

後
の
項
ま
で
到
達
で
き
な
い
ま
ま
終
了
し

た
講
義
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
反
省

を
踏
ま
え
、「
実
例
研
究
と
意
見
交
換
」
で

は
参
加
者
に
事
前
に
資
料
を
お
読
み
い
た

だ
く
こ
と
で
、
当
日
の
意
見
交
換
、
議
論

で
は
、
提
出
者
に
よ
る
説
明
を
相
当
程
度

省
き
、
す
ぐ
に
実
例
の
対
応
に
入
る
流
れ

で
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
度
で

は
時
間
内
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。終

日
に
わ
た
り
討
議
や
意
見
交
換
、
ペ

ア
実
習
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
参
加

者
に
と
っ
て
は
比
較
的
負
担
の
大
き
な
セ

ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
分
実
践
的
で
よ
り
身
に
つ
く
内
容
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
は
二
十
二
名
で
し
た
。
来
年
度

は
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

開
催
日
の
設
定
等
に
配
慮
を
し
な
け
れ
ば

と
も
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
、
よ
り
充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

協
会
職
員
一
同
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
集
約
し
た
実
例
は
、
参
加
者
に
事
前
に

目
を
通
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
各

実
例
の
対
応
に
つ
い
て
、
意
見
を
簡
単

に
ま
と
め
て
お
い
て
い
た
だ
い
た
う
え
、

当
日
の
セ
ミ
ナ
ー
に
臨
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
当
日
の
進
行
、
意
見
交
換
の
状
況
に
つ

い
て

・
横
山
室
長
の
司
会
の
も
と
、
実
例
を
一

件
ず
つ
採
り
上
げ
、
参
加
者
か
ら
二
人

ず
つ
意
見
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
横
山

室
長
か
ら
専
門
的
意
見
を
い
た
だ
く
と

■平成22年度ライフプラン相談業務セミナー・スケジュール
  9:30～10:00 受付開始

10:00～10:05 開講挨拶

10:05～10:15 オリエンテーション

10:15～11:45 講演
課題：「ライフプラン相談の現状と傾向について」
講師：茨城県総務部職員課

　ライフプラン相談員　坂場知子氏

11:45～12:45 昼食･休憩

12:45～14:45 講義と演習
演題：「相談員業務の基礎知識と技法」
講師：株式会社パトス　部長　近藤晃司氏

14:45～15:00 休憩

15:00～16:45 実例研究と意見交換
課題：「共済年金に関する相談実例について」
座長：地方職員共済組合　

　年金相談室長　横山泰仁氏

16:45～ 閉会


